
 

 

 

 

 

３ 地域連携担当の役割                

（１）地域連携担当を設置する目的 

    地域連携担当設置の目的は，地域連携に関する学校側の窓口を明確 

にすることで，校内の体制を整備し，学校と地域が連携した教育活動を

効果的・効率的に展開していくためです。地域学校協働本部の構成員と

なることが求められ，コーディネーターや行政職員とのコミュニケーシ

ョンも必要とされます。 

    地域連携担当が目指す地域との連携体制の例として，下のような体制

が考えられます。地域連携担当は，学校の活動計画をまとめ，この計画

を基に，地域側の窓口であるコーディネーターにボランティアを依頼し

たり，共に活動づくりを行ったりします。学校運営協議会がある場合に

は，承認された学校運営計画に沿って，活動計画を作成します。 
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（２）地域連携担当の職務  

   地域連携担当としての職務には次のようなものが考えられます。これま

で実施してきた地域と連携・協働した教育活動を持続可能な活動となるよ

うに，そしてブラッシュアップできるような体制づくりが必要です。その

リーダーとしての役割が求められます。 

 

  ①地域と連携・協働した教育活動の総合調整（プランナー） 

・計画の作成及び改善（目標・活動計画等） 

   ・年間指導計画への位置づけ 

   ・地域と学校の連携・協働についての校内研修の企画・運営 

 

 

 

 

   各学校には，教育計画等に「地域学校協働活動（含・協働教育）」に関す

る目標や計画を明記するよう働き掛けています。今年度の地域学校協働活

動アンケート調査では，「明記されている」と回答した学校が３８１校中

３１７校となり，昨年度と比べ９．４％増加しました。令和３年度には，

目標や計画の明記が１００％となることを目標としています。令和２年度

中の準備をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域連携担当は地域との連携・協働プランナー 
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具体的な計画の例はＨ２９発刊の「はじめよう！『地域学校協働活動』」

に示されているので参考にしてください。 

学校の教育目標との整合性を図ったり，各教科との関連をまとめたりす

ることが必要です。カリキュラム・マネジメントを意識し，学習活動を充

実させましょう。 
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②連絡・調整や情報収集・発信（コーディネーター） 

・学校から地域との連携・協働に関する情報発信と地域の情報収集 

・地域との連携・協働に関する研修会への参加と校内における伝講 

   ・地域コーディネーターや地域団体，ボランティアとの連絡調整 

   ・教育事務所，市町村教育委員会，公民館との連絡窓口 

    

 

 

 

 

      地域コーディネーターがいる場合には，連絡を密に取りながら良好

な関係づくりに努めましょう。地域コーディネーターがいない場合に

は、教育事務所・市町村教育委員会の社会教育主事や地域学校協働活

動担当者と積極的に連携することが大切です。堅く考えず，気軽に相

談してください。 

     下に、みやぎ教育応援団「ＮＰＯまなびのたねネットワーク」が県内 

の地域コーディネーターにアンケート調査をした結果（回答数９７）

を載せました。参考にしてください。 

 

＜地域コーディネーターの職種・役職等（複数回答可）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域連携担当は学校のコーディネーター 

その他： 

一般住民／協働教育推進

委員／自然体験活動支援

委員／会社員／退職消防

職員／元児童館館長・職員

／元保育所長(元館長)／元

公民館職員／行政家庭教

育支援チーム／音楽教室

講師／まちづくり協議会

職員／主婦 

 

多種多様な方々が，地域コーディネーターとして活躍しています。県教育委員会では，コ

ーディネーターの育成に係る研修会を年に５回開催し，コーディネーターの養成に努めてい

ますが，コーディネーターとなり活躍されている方はまだ少ない状況です。地域にコーディ

ネーターがまだいない場合には，相応しい方を学校から当該教育委員会にぜひ紹介してくだ

さい。 
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＜コーディネーターをやっていて困っていることは何ですか？（複数回答可）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数
困ったことはない 15
報酬の低さ 10

学校の理解不足 14

教育委員会の理解不足 10

地域の理解不足 17

先生との連携 18

ボランティアの募集の仕方 26

ボランティア不足 39

研修等学びの少なさ 9

拠点がない 6

活動に必要な物資／機材が不足 7

活動費の少なさ 18

相談する相手が不足 5
その他 8
無回答 4
合計 206

その他： 

他地域との比較／コーディネーターという存在が認知されていないため、地域ボラン 

ティアを募集するルートが確立されていない／自地域は公民館長が主体となって活動 

しており、コーディネーターが必ずしも必要な環境とはいえない／学校側に新しい教 

育プログラムを組み込む時間的余裕がない／自分がなかなか参加出来ない／後継者不 

足の悩み／講師の高齢化に伴う人材不足／公民館担当者との連携 

コーディネーターは「子供たちのために，学校のために頑張りたい」と強く思っています

が，多くの悩みを抱えていることが調査結果から分かります。また，地域連携担当の先生方

も悩みを持っているのではないでしょうか。積極的に連携を進めたり，管理職から助言をも

らったりしながら，ぜひコーディネーターとのコミュニケーションを深めてください。そう

することで，互いの悩みが解決し，地域学校協働活動が一層推進されます。 
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＜コーティネーターの仕事について、相談するのは誰ですか？（複数回答可）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他：教育委員会の上司／学校運営協議会会長／県協働教育班／地域住民、

役員／事情をよく知る友人 

 

地域連携担当が校務分掌に位置付けられる前は，コーディネーターは教頭に相談すること

が多かったようです。現在は，地域連携担当が相談役になっていることが分かります。 

このことは，地域学校協働活動が組織的に推進されていることを示しており，今後も地域

連携担当者の活躍が期待されるところです。 

14



 

 

 

 

 

③地域と連携・協働した教育活動の実践と評価（アドバイザー） 

・校内での効果的な活動に向けた支援 

・学校から地域に向けた活動への支援 

    ・計画や活動内容等についての評価と次年度に向けた改善 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童質問紙調査（小学校） 
宮城県 

（仙台市を除く） 
宮 城 県

（仙台市

を含む） 
質問 
番号 

平成 31年度 質問事項 県 県―全 

(23) 今住んでいる地域の学校に参加していますか 75.0 7.0 75.9 

(24) 
地域や社会をよくするために何をすべきか考
えることがありますか 

55.4 0.9 57.4 

児童質問紙調査（中学校） 
宮城県 

（仙台市を除く） 
宮 城 県

（仙台市

を含む） 
質問 
番号 

平成 31年度 質問事項 県 県―全 

(23) 今住んでいる地域の学校に参加していますか 53.1 2.5 54.0 

(24) 
地域や社会をよくするために何をすべきか考
えることがありますか 

40.9 1.5 43.1 

全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙調査には地域と学校の連携・

協働に関する質問として下の 2 つの質問があります。この結果を地域住民

や保護者に伝えることも大切です。 

地域連携担当は地域との連携・協働アドバイザー 
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ここからは実践事例だよ 
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